
　

宗
像
地
区
事
務
組
合
水
道
事
業
と
し
て
、

宗
像
市
域
と
福
津
市
域
の
料
金
体
系
を
統
一

す
る
と
と
も
に
、
関
係
市
の
水
道
事
業
統
合
に

よ
る
効
率
化
を
反
映
し
た
水
道
料
金
の
改
定
を

行
い
ま
す
。

　

詳
細
な
料
金
表
は
、
３
月
検
針
時
に
各
戸
配

布
す
る
予
定
で
す
。

自動販売機（清涼飲料水など）の多礼浄水場管理本館内設置を公募

お し ら せ

　多礼浄水場管理本館に清涼飲料水などの自動販売
機を設置する事業者を公募します。
●設置期間　４月１日（日）～平成２５年３月３１日（日）
　※行政財産使用許可により設置。平成２５年４月１日以
降は、新たな許可に基づき、同一条件で１年間の更新が
可能（最大３回まで）

●設置台数　1台
●決定方法　入札結果により決定

●申込方法　３月２１日（水）に実施予定の入札に参加
　※募集要項などは、宗像地区事務組合ホームページ
から入手できます

●問い合わせ　宗像地区事務組合総務課経営係
　☎６２・００３１
　ホームページ  http://www.munakatajimu.or.jp/

■ 問い合わせ　宗像地区事務組合施設課設備浄水係　☎６２・０９７５

水道料金の改定について
　～平成２４年５月請求分（４月使用分）から適用～

種  別

専用給水装置
および

共用給水装置

用途別

一般用

臨時用 20㎥まで 7,000円

水 量

8㎥まで

8㎥を超え
30㎥までの部分

220円

30㎥を
超える部分 290円

20㎥を
超える部分

290円

1,200円

料 金 水 量 料 金

基本料金 超過料金（１㎥当たり）

●施設検査
　（財）日本環境衛生センター西日本支局

☎０９２・５９３・８２３０
　（財）北九州生活科学センター

☎０９３・８８１・８２８２

●水質検査
　（財）日本環境衛生センター西日本支局

☎０９２・５９３・８２３０
　（財）北九州生活科学センター

☎０９３・８８１・８２８２
　（財）九州環境管理協会

☎０９２・６６２・０４１０

検査機関（厚生労働大臣指定北部九州区域検査機関）

　

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
、
病
院
な
ど
の
高
層

建
築
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
小
規
模
貯
水

槽
水
道
」（
受
水
槽
の
規
模
10
㎥
以
下
）、「
簡

易
専
用
水
道
」（
同
10
㎥
超
）
の
設
置
者
は
、

年
１
回
の
清
掃
実
施
や
法
定
検
査
の
受
検
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
道
法
に

基
づ
く
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

水槽の清掃

施設の点検

水質の管理

法定検査

毎日１回

年１回

年１回

必要に応じ随時

内　容頻　度
管理者自ら、もしくは専門の清掃業者に委託して実施

記録書類を整備し、法定検査を受検

水槽に亀裂はないか、水槽が汚水などで汚染されてい
ないか、水槽内に異物が混入していないかなどを点検
し、欠陥を速やかに改善

給水栓（蛇口）における水の色・濁り・臭い・味などを
日々確認し、異常があれば、速やかに水質検査を実
施。供給する水が、人の健康を害するおそれがあると
知ったときは、直ちに給水を停止し、その旨を利用者に
知らせるとともに、宗像地区事務組合施設課に連絡
し、指示を受ける

　

近
年
、
宅
地
内
で
敷
設
さ

れ
て
い
る
給
水
管（
注
）
は
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
二
層
管
が
主

流
で
す
が
、
昭
和
54
年
度
以

前
施
工
分
で
は
鉛
管
が
、
ま

た
、
昭
和
54
年
度
か
ら
平
成

６
年
度
ま
で
の
施
工
分
で
は
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
一
層
管
が
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
給
水
管
を

使
用
の
か
た
は
、
次
の
こ
と

に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）宅
地
内
の
給
水
設
備
は

お
客
さ
ま
の
財
産
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
水
質
基
準

で
鉛
の
濃
度
を
「
１
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
０.
０
１
ミ
リ
グ
ラ

ム
以
下
」と
定
め
て
い
ま
す
。

鉛
管
は
、
メ
ー
タ（
量
水
器
）

前
後
に
１
〜
２
メ
ー
ト
ル
程

度
使
用
し
て
い
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
、毎
日
の
通
常
使
用

に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、留
守
の
後
な
ど
は
水
が

長
時
間
滞
留
し
た
こ
と
に
よ

り
、
ご
く
微
量
の
鉛
が
水
に

溶
け
出
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
バ
ケ
ツ
１
杯（
約

６
リ
ッ
ト
ル
）程
度
の
最
初
の

水
は
、飲
用
以
外
に
使
用
し
て

宗
像
地
区
事
務
組
合

施
設
課
設
備
浄
水
係

☎
６
２
・
０
９
７
５

口　径

使用料

13mm

60円

20mm

100円

25mm

120円

40mm

230円

50mm

1,050円

75mm

1,410円

100mm

1,780円

150mm

3,460円

200mm

5,270円

250mm

8,730円

300mm

12,610円

く
だ
さ
い
。
な
お
、
家
屋
の
建

て
替
え
や
改
築
な
ど
の
計
画

時
に
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
二

層
管
へ
の
取
り
替
え
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。

※
公
道
部
分
の
鉛
管
は
、水
道

本
管
の
取
り
替
え
時
や
漏
水

修
理
時
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
二

層
管
へ
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

　

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
一
層
管
は
、

構
造
上
、
内
面
は
く
離
に
よ
る

流
量
低
下
な
ど
の
問
題
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
メ
ー
タ（
量
水
器
）

フ
ィ
ル
タ
ー
に
付
着
し
た
は
く

離
物
の
除
去
作
業
な
ど
が
必

要
で
す
の
で
、
宗
像
地
区
事

務
組
合
施
設
課
設
備
浄
水
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
道
部
分
の
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
一
層
管
は
、水
道
本
管
の

取
り
替
え
時
や
漏
水
修
理
時

に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
二
層
管
へ
取

り
替
え
て
い
ま
す
。

■ 問い合わせ　宗像地区事務組合営業課料金係　☎６２・００２６

鉛
管

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
一
層
管

問い合わせ

「鉛管」「ポリエチレン一層管」について
宅地内で使用中の

貯水槽水道設置者 の皆さまへ
■設置者の管理義務

広報ふくつ33 広報ふくつ 32

住所：〒811-3507  福岡県宗像市多禮298番地　☎（62）0031  FAX（62）1970問い合わせ：宗像地区事務組合総務課

16 平成24年3月1日号

※水道使用料には、消費税および地方消費税を含む。

●水道使用料（１カ月につき）

●水道メータ使用料（１カ月につき）

※水道メータ使用料には、消費税および地方消費税を含む。

※清掃・検査など実施の際は、宗像地区事務組合設備課施設浄水係にご連絡をお願いします。



火災 救急 救助の概況・ ・火災 救急 救助の概況・ ・

お し ら せ

●講習種別　乙種第４類
●講習日時　５月１7日（木）９：００～１７：００　※（注）
●講習場所　宗像地区消防本部
●受 付 日　４月１８日（水）　※（注）

　昨年の、火災・救急および救助件数は、全て前年比増となりました。中でも救急出場件数は、高齢
化の進行や夏期における猛暑の影響などにより５，０００件を超え、過去最高となりました。

　
救
助
件
数
は
63
件（
前
年
比
21・２
％
増
）と

な
り
、救
助
さ
れ
た
人
数
は
21
人
で
し
た
。

　
事
故
種
別
を
み
る
と
、も
っ
と
も
多
い
の
は

「
火
災
救
助
」21
件（
前
年
比
61
・５
％
増
）、

次
い
で「
交
通
救
助
」19
件（
前
年
比
13・６
％

減
）で
し
た
。

火災件数

建物
３１件２８件

その他
２８件

林野
８件船舶

１件
車両
５件

合計
７３件

救急件数

急病
３,２５９件

件
転院
５９２件

２５０件その他 ２５０件
件

交通事故
４００件

一般負傷
８０６件

合計
５,３０７件

救助件数

火災
２１件件

その他の
事故
１８件

交通事故
１９件

機械による事故３件

水難事故
２件

合計
６３件

火災の原因

たき火
１５件

こんろ
１０件

不明・
調査中
１９件

不明・
調査中
１９件

１７件
その他
１７件

放火の疑い
６件

放火
６件

合計
７３件

　
平
成
23
年
中
の
火
災
件
数
は
73
件

（
前
年
比
26
件
増
）で
、お
よ
そ
５
日
に
１

件
の
割
合
で
発
生
し
ま
し
た
。種
別
を

み
る
と
、「
建
物
火
災
」が
も
っ
と
も
多
く

31
件（
前
年
比
55
・０
％
増
）で
、火
災

全
体
の
42・５
％
で
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
、引
き
続
き
火
の

元
、火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、住
宅
火
災
の
早
期
発
見
の「
切

り
札
」で
あ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
率
は
70・８
％
で
す
。ま
だ
設
置

し
て
い
な
い
家
庭
は
、早
期
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
１
月
26
日（
木
）午
前
10
時
か
ら
文
化

財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、第
38
回
を

数
え
る
宗
像
大
社
自
衛
消
防
隊・宗
像

市
消
防
団・宗
像
消
防
署
合
同
の
訓
練
を

「
宗
像
大
社
」で
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
訓

練
は
、国
宝
８
万
点
を
有
し
、国
の
重
要

文
化
財
建
造
物
で
あ
る「
宗
像
大
社
」を

災
害
か
ら
守
る
と
共
に
、地
域
住
民
の
文

化
財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

危険物取扱者試験準備講習会

●試験種類　全種類
●試 験 日　６月１７日（日）　※（注）
●願書配置　４月６日（金）から消防本部・各署所に配置
●受付期間　４月１８日（水）～５月２日（水）
●試験会場　北九州、福岡、大牟田、久留米、飯塚、苅田

危険物取扱者試験案内

文化財防火訓練を実施！

●試験種類 全種類
●試 験 日 福岡地区７月１５日（日）、北九州地

区８月５日（日）　※（注）
●願書配置 ５月９日（水）から消防本部・各署

所に配置
●受 付 日 ５月１６日（水）～２５日（金）
●問い合わせ
　宗像地区消防本部　予防課
　☎３６・３０８０
　メール　muna-119y@muse.ocn.ne.jp

消防設備士試験案内

《募集内容》
●募集人数 定員５０人（受講料無料／修了証発行）
●募集期限 開催日の５日前まで（ただし、１０人に達しないときは

開催しない場合があります）
●申込方法 救急課まで（電話、メール、ファクスでも可）
●講習時間 【普通救命講習】９：３０～１２：３０（３時間）
 ７月１５日（日）、１２月１６日（日）
 【上級救命講習】９：００～１８：００（８時間）
 ４月１５日（日）、１０月２０日（土）

定期救命講習の受講者募集

平成23年中の

物
火
災
が

全
体
の
４
割
！

　
火
災
の
原
因
を
み
る
と
、

「
不
明
・
調
査
中
」が
19
件
、

「
た
き
火
」が
15
件「
こ
ん
ろ
」

が
10
件
と
な
り
、「
不
明・調
査

中
」
を
除
く
と
８
年
連
続

「
た
き
火
」が
ト
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
。

災
の
原
因

８
年
連
続「
た
き
火
」が
ト
ッ
プ
！

急
件
数

３
２
６
件
の
増
加
！

　
こ
れ
ら
の
火
災
を
減
ら
す
に

は
、た
き
火
や
調
理
中
は
そ
の

場
を
離
れ
な
い
、消
火
器
な
ど

の
消
火
準
備
、家
の
周
り
に
は

燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
、

枯
れ
草
は
刈
る
な
ど
簡
単
な

こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
件
数
は
５
３
０
７

件（
前
年
比
６・５
％
増
）と

な
り
、当
消
防
本
部
で
過

去
最
高
の
件
数
と
な
り
ま

し
た
。事
故
種
別
を
み
る

と
、も
っ
と
も
多
い
の
は
急

病
３
２
５
９
件（
前
年
比

６・６
％
増
）、次
い
で
一般

負
傷
８
０
６
件（
前
年
比

７・９
％
増
）で
し
た
。

　
ま
た
、
年
齢
別
で
の
搬

送
人
員
は
、高
齢
者
は
２
８

５
２
人
で
救
急
搬
送
患
者

全
体
の
56
・９
％
と
な
り
、

10
年
前
と
比
較
し
て
11
・

６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

災
に
よ
る

救
助
件
数
の
増
加
！

●講習場所　宗像地区消防本部
●申込・問い合わせ
　宗像地区消防本部　救急課救急係
　☎３６・２４５５　FAX３７・００１１
　メール　muna-119qq@basil.ocn.ne.jp

※1　「その他」とは、空地の枯れ草や道路に置かれた
ゴミなどの火災をいう。

※3　「その他」とは、仕事中や運動競技中の事故など
をいう。

目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、訓
練
参
加
者
約
１
０
０
人

が
一
体
と
な
っ
て
、消
火
器
、バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
な
ど
に
よ
る
初
期
消
火
や
消
防
車
に

よ
る
放
水
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、午
後
か
ら
は
、消
火
器
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
取
り
扱
い

訓
練
、応
急
手
当
な
ど
の
実
技
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
１
月
９
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

か
ら「
県
消
防
学
校
」に
お
い
て
、

災
害
の
な
い一
年
を
祈
念
し
て
新

春
恒
例
の
平
成
24
年
消
防
出
初

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
員・職
員
約
３
０
０
人
、

消
防
車
24
台
に
よ
る
行
進
、消
防

団
に
よ
る
消
防
ポ
ン
プ
操
法
、訓

練
礼
式
お
よ
び
消
防
車
に
よ
る

一
斉
放
水
、消
防
本
部
に
よ
る
ビ
ル

か
ら
の
救
出
お
よ
び
放
水
訓
練
な

ど
を
行
い
、「
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
」の
思
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

消防出初式を開催平 成
２４年 火災 救急 救助の概況・ ・火災 救急 救助の概況・ ・

救 火

火

建

※4

※4　「その他の事故」とは、登山中の事故や転落事故などをいう。

※（注）　試験日などは変更になる場合があります。ホームページなどで確認してください。
※2　「その他」とは、電気機器や火遊びなどによるものをいう。

※2

バケツリレーと消火器による消火訓練の様子

消防車による一斉放水の様子

消防車による放水の様子

※1

※3

◆消防本部の紹介や各種イベント、講習会の情報などをホームページで紹介しています。
　ホームページ　http://www.munakata119.jp/

◆発生中の火災などの問い合わせは、災害情報提供サービス（市民向け情報案内）
　☎０１８０（９９）９０９０
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